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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　(1)シグナリングし、無線通信ネットワーク上の無線電気通信デバイスへデータを配信
するシステムであって、
　(2)複数の無線電気通信デバイスと、通信サーバとを備え、
　(3)各無線電気通信デバイスは、前記複数の無線電気通信デバイスのうちの指定された
グループへ、単一のグループ通信ストリームを導くことができ、
　(4)各無線電気通信デバイスは、
　　(4-1)無線電気通信デバイスが少なくとも１つの連続的に維持される制御チャネルを
通信サーバとブリッジする休止状態と、
　　(4-2)無線電気通信デバイスが１又は複数の専用通信チャネルを通信サーバとブリッ
ジするアクティブ状態を有することができる、
　(5)前記無線電気通信デバイスは更に、前記無線電気通信デバイスへ到来するグループ
通信のためのグループ通信セットアップデータを受信し、
　(6)前記通信サーバは、少なくとも１つの制御チャネルを介して、前記複数の無線電気
通信デバイスの各々との通信を維持し、
　(7)前記通信サーバは、専用通信チャネルを選択的にブリッジするために、前記複数の
無線電気通信デバイスのうちの休止中の無線電気通信デバイスの各々を定期的にページし
、
　(8)前記無線通信デバイスのうちの１つが、無線電気通信デバイスの別のメンバへの直
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接的なグループ通信のために、前記無線電気通信デバイスへの専用ブロードキャストチャ
ネルを開くことを望むと、
　　　　(8-1)前記通信サーバは、専用通信チャネルをその無線電気通信デバイスにブリ
ッジする前に、１つの制御チャネルとブリッジする休止中の無線通信デバイスへ、前記制
御チャネルを介して、少なくともグループ通信セットアップデータを送る、そして、
　　　　(8-2)次の定期的なページングを通じて又は他の制御チャネルブリッジを通じて
、他の無線電気通信デバイスへグループ通信セットアップデータを送る、
　　システム。
【請求項２】
　前記通信サーバデバイスは、前記グループ通信のために、前記制御チャネルを介して、
グループ通信セットアップデータのみを送信する請求項１のシステム。
【請求項３】
　前記通信サーバは、前記専用通信チャネルを開く前に、前記制御チャネルを介して、前
記複数の無線電気通信デバイスのうちの１又は複数へグループ通信セットアップデータを
送る請求項２のシステム。
【請求項４】
　前記通信サーバは、次の定期的なページによって他の無線電気通信デバイスへグループ
通信セットアップデータを送る間、前記制御チャネルを介して、前記複数の無線電気通信
デバイスのうちの１又は複数へグループ通信セットアップデータを選択的に送ることがで
きる請求項１のシステム。
【請求項５】
　少なくとも１つの制御チャネルが、非同期制御チャネルである、ここにおいて、非同期
制御チャネルは、基地局と無線電気通信デバイスとの間で定期的に維持される、請求項１
のシステム。
【請求項６】
　少なくとも１つの制御チャネルが、同期制御チャネルである、ここにおいて、同期制御
チャネルは基地局と無線電気通信デバイスとの間で連続的に維持される、請求項１のシス
テム。
【請求項７】
　複数の無線電気通信デバイスとの通信を維持する通信サーバであって、
　前記無線電気通信デバイスのセットの中の無線電気通信デバイスが、単一のグループ通
信ストリームを、前記複数の無線電気通信デバイスのセットの他のメンバへ導くことがで
き、
　該セットの前記複数の無線電気通信デバイスの各々が、少なくとも１つの連続的に維持
される制御チャネルを通信サーバとブリッジする休止状態と、前記無線電気通信デバイス
が、１又は複数の専用通信チャネルを前記通信サーバとブリッジするアクティブ状態とを
有することができる、
　前記通信サーバは、前記複数の無線電気通信デバイスのうちの休止中の無線電気通信デ
バイスの各々を定期的にページし、
　前記通信サーバは更に、到来するグループ通信のためのグループ通信セットアップデー
タを、前記無線電気通信デバイスのセットのうちの各メンバに送り、
　前記無線通信デバイスのうちの１つが、無線電気通信デバイスの別のメンバへの直接的
なグループ通信のために、休止中の無線電気通信デバイスへ専用ブロードキャストチャネ
ルを開くことを望むと、前記通信サーバは、無線電気通信デバイスへの専用通信チャンネ
ルをブリッジする前に、１つの制御チャネルとブリッジする休止中の無線通信デバイスへ
、前記制御チャネルを介して少なくともグループ通信セットアップデータを送る、そして
次の定期的なページングを通じて又は他の制御チャネルブリッジを通じて、他の無線電気
通信デバイスへグループ通信セットアップデータを送信する、
　通信サーバ。
【請求項８】
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　前記制御チャネルを介してのみグループ通信セットアップデータを送る請求項７の通信
サーバ。
【請求項９】
　専用通信チャンネルを開く前に、前記制御チャネルを介して、前記複数の無線電気通信
デバイスのうちの１又は複数へ、グループ通信セットアップデータを送る請求項７の通信
サーバ。
【請求項１０】
　次の定期的なページによって他の無線電気通信デバイスへグループ通信セットアップデ
ータを送る間、前記制御チャネルを介して、前記複数の無線電気通信デバイスのうちの１
又は複数へグループ通信セットアップデータを選択的に送ることができる請求項７の通信
サーバ。
【請求項１１】
　少なくとも１つの制御チャネルが非同期制御チャネルである、ここにおいて、非同期制
御チャネルは、基地局と無線電気通信デバイスとの間で定期的に維持される、請求項７の
通信サーバ。
【請求項１２】
　少なくとも１つの制御チャネルが同期制御チャネルである、ここにおいて、同期制御チ
ャネルは基地局と無線電気通信デバイスとの間で連続的に維持される、
請求項７の通信サーバ。
【請求項１３】
　複数の無線電気通信デバイスとの通信を維持する通信サーバであって、
　前記無線電気通信デバイスのセットが、単一のグループ通信ストリームを、前記複数の
無線電気通信デバイスのセットの他のメンバへ導くことができ、
　前記無線電気通信デバイスのセットの各々は、前記無線電気通信デバイスが少なくとも
１つの連続的に維持される制御チャネルを通信サーバとブリッジする休止状態と、前記無
線電気通信デバイスが１又は複数の専用通信チャネルを前記通信サーバとブリッジするア
クティブ状態とを有することができる、
　前記通信サーバは、
　前記複数の無線電気通信デバイスのうちの休止中の無線電気通信デバイスの各々を定期
的にページする手段と、
　到来するグループ通信のためのグループ通信セットアップデータを、前記無線電気通信
デバイスのセットのうちの各メンバに送る手段と、
　無線電気通信デバイスへ専用通信チャンネルをブリッジする前に、無線電気通信デバイ
ス間の直接的なグループ通信のために、前記通信サーバが休止中の無線通信デバイスへの
１つの制御チャネルを介して、少なくともグループ通信セットアップデータを、前記休止
中の無線電気通信デバイスへ送る、そして次の定期的なページングを通じて又は他の制御
チャネルブリッジを通じて、他の無線電気通信デバイスへグループ通信セットアップデー
タを送る手段、
　とを備える通信サーバ。
【請求項１４】
　シグナリングし、通信サーバのデータを無線電気通信ネットワークを介して配信する方
法であって、
　前記通信サーバは、複数の無線電気通信デバイスの各々との通信を維持し、前記複数の
無線電気通信デバイスのうちの休止中の無線電気通信デバイスの各々をページして、専用
通信チャネルを選択的にブリッジし、
　各無線電気通信デバイスは、前記複数の無線電気通信デバイスの指定されたグループへ
、単一のグループ通信ストリームを導くことができ、
　各無線電気通信デバイスは、前記無線電気通信デバイスが少なくとも１つの連続的に維
持される制御チャネルを通信サーバとブリッジする休止状態と、前記無線電気通信デバイ
スが１又は複数の専用通信チャネルを前記通信サーバとブリッジするアクティブ状態とを
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有することができる、
　各無線デバイスは更に、前記無線電気通信デバイスへ到来するグループ通信のためのグ
ループ通信セットアップデータを受信し、
　前記方法は、
　前記通信サーバと、少なくとも１つの休止中の無線電気通信デバイスとの間で制御チャ
ネルをブリッジすることと、
　前記通信サーバから、前記休止中の無線電気通信デバイスの各々を定期的にページする
ことと、
　前記無線通信デバイスのうちの１つが無線電気通信デバイスの別のメンバへの直接的な
グループ通信のために、前記休止中の無線電気通信デバイスへの専用ブロードキャストチ
ャネルを開くことを望むと、前記通信サーバは、無線電気通信デバイスへ専用通信チャン
ネルをブリッジする前に、ブリッジされた１つの制御チャネルを介して、前記休止中の無
線通信デバイスへ少なくもグループ通信セットアップデータを送る、そして次の定期的な
ページングを通じて又は他の制御チャネルを通じて、他の無線電気通信デバイスへグルー
プ通信セットアップデータを送信する、
　とからなる各ステップを備える方法。
【請求項１５】
　グループ通信セットアップデータを送るステップは、前記制御チャネルを介して送られ
るグループ通信のデータのみである請求項１４の方法。
【請求項１６】
　請求項１４の方法において、前記制御チャネルを介して、前記複数の無線通信デバイス
のうちの１又は複数へグループ通信セットアップデータを送るステップは、専用通信チャ
ンネルをブリッジすることに先立って起こる方法。
【請求項１７】
　請求項１４の方法において更に、次の定期的なページによって他の無線電気通信デバイ
スへグループ通信セットアップデータを送る間、前記制御チャネルを介して、前記複数の
無線電気通信デバイスのうちの１又は複数へグループ通信セットアップデータを選択的に
送るステップを備える方法。
【請求項１８】
　前記制御チャネルをブリッジするステップは、非同期制御チャネルをブリッジする、こ
こにおいて、非同期制御チャネルは、基地局と無線電気通信デバイスとの間で定期的に維
持される、請求項１４の方法。
【請求項１９】
　前記制御チャネルをブリッジするステップは、同期制御チャネルをブリッジする、ここ
において、同期制御チャネルは基地局と無線電気通信デバイスとの間で連続的に維持され
る、請求項１４の方法。
【請求項２０】
　通信サーバから、シグナリングし、無線電気通信ネットワークを介してデータを配信す
る方法であって、
　前記通信サーバは、複数の無線電気通信デバイスの各々との通信を維持し、
　前記複数の無線電気通信デバイスのうちの休止中の無線電気通信デバイスの各々をペー
ジして、専用通信チャネルを選択的にブリッジし、
　各無線電気通信デバイスは、前記複数の無線電気通信デバイスの指定されたグループへ
、単一のグループ通信ストリームを導くことができ、
　各無線電気通信デバイスは、前記無線電気通信デバイスが少なくとも１つの連続的に維
持される制御チャネルを通信サーバとブリッジする休止状態と、前記無線電気通信デバイ
スが１又は複数の専用通信チャネルを前記通信サーバとブリッジするアクティブ状態とを
有することができる、
　各無線デバイスは更に、前記無線電気通信デバイスへ到来するグループ通信のためのグ
ループ通信セットアップデータを受信し、
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　前記方法は、
　前記通信サーバと、少なくとも１つの休止中の無線電気通信デバイスとの間で制御チャ
ネルをブリッジするステップと、
　前記通信サーバから、前記休止中の無線電気通信デバイスの各々を定期的にページする
ステップと、
　前記無線通信デバイスのうちの１つが、無線電気通信デバイスの別のメンバへの直接的
なグループ通信のために、前記休止中の無線電気通信デバイスへの専用ブロードキャスト
チャネルを開くことを望むと、前記通信サーバは、無線電気通信デバイスへ専用通信チャ
ンネルをブリッジする前に、１つの制御チャネルとブリッジする休止中の無線通信デバイ
スへ、前記制御チャネルを介して、少なくもグループ通信セットアップデータを送る、そ
して次の定期的なページングを通じて又は他の制御チャネルブリッジを通じて、他の無線
電気通信デバイスへグループ通信セットアップデータを送るステップ、
　とを備える方法。
【請求項２１】
　複数の無線電気通信デバイスの各々との通信を維持し、前記複数の無線電気通信デバイ
スのうちの休止中の無線電気通信デバイスの各々をページして、専用通信チャネルを選択
的にブリッジする通信サーバによって実行され、
　各無線電気通信デバイスが、前記複数の無線電気通信デバイスの指定されたグループへ
、単一のグループ通信ストリームを導くことができ、
　各無線電気通信デバイスが、前記無線電気通信デバイスが少なくとも１つの連続的に維
持される制御チャネルを通信サーバとブリッジする休止状態と、前記無線電気通信デバイ
スが１又は複数の専用通信チャネルを前記通信サーバとブリッジするアクティブ状態を有
することができる、
　各無線デバイスが更に、前記無線電気通信デバイスへ到来するグループ通信のためのグ
ループ通信セットアップデータを受信する場合、
　前記通信サーバと、少なくとも１つの休止中の無線電気通信デバイスとの間で制御チャ
ネルをブリッジすることと、
　前記通信サーバから、前記休止中の無線電気通信デバイスの各々を定期的にページする
ことと、
　前記無線通信デバイスが、無線電気通信デバイスの別のメンバへの直接的なグループ通
信のために前記休止中の無線電気通信デバイスへの専用ブロードキャストチャネルを開く
ことを望むと、前記通信サーバは、無線電気通信デバイスへ専用通信チャンネルをブリッ
ジする前に、１つの制御チャネルとブリッジしている前記休止中の無線通信デバイスへ、
前記制御チャネルを介して、少なくもグループ通信セットアップデータを送る、そして次
の定期的なページングを通じて又は他の制御チャネルブリッジを通じて他の無線電気通信
デバイスへグループ通信セットアップデータを送ることと、
　からなる各ステップを、前記通信サーバに実行させるコンピュータ読取可能媒体におけ
るコンピュータプログラム。
【請求項２２】
　前記プログラムは、グループ通信セットアップデータを送るステップに、前記制御チャ
ネルを介して、前記グループ通信のうちグループ通信セットアップデータのみを送信させ
る請求項２１のプログラム。
【請求項２３】
　前記プログラムは、前記制御チャネルを介して前記複数の無線電気通信デバイスのうち
の１又は複数へグループ通信セットアップデータを送るステップを、専用通信チャネルを
ブリッジすることの前に起こさせる請求項２１のプログラム。
【請求項２４】
　請求項２１のプログラムにおいて更に、次の定期的なページによって他の無線電気通信
デバイスへグループ通信セットアップデータを送る間、前記通信サーバに、前記制御チャ
ネルを介して、前記複数の無線電気通信デバイスのうちの１又は複数へグループ通信セッ
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トアップデータを選択的に送るステップを実施させるプログラム。
【請求項２５】
　前記プログラムは、制御チャネルをブリッジするステップに、非同期制御チャネルをブ
リッジさせる、ここにおいて、非同期制御チャネルは、基地局と無線電気通信デバイスと
の間で定期的に維持される、請求項２１のプログラム。
【請求項２６】
　前記プログラムは、制御チャネルをブリッジするステップに、同期制御チャネルをブリ
ッジさせる、ここにおいて、同期制御チャネルは基地局と無線電気通信デバイスとの間で
連続的に維持される、請求項２１のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に無線電気通信に関する。更に詳しくは、本発明は、無線電気通信シス
テムにおいて、同期したページングサイクルで、休止中の無線電気通信デバイスへ非同期
にシグナリングしデータを配信するシステム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線ネットワークでは、無線通信デバイスのユーザは、空気インタフェース（over-the
-air interface）を介して中央コンピュータへ通信する。オフィス環境内の無線ＬＡＮの
場合のように、これは直接的に行われるかもしれない。あるいは、無線電話アプリケーシ
ョンの場合のように、セルラインフラストラクチャ機器を通じて行われるかもしれない。
１つのタイプのパーソナル通信システムは、モバイル無線通信デバイス間のプッシュトゥ
トーク（ＰＴＴ）システムである。ＰＴＴ通信接続は、一般に、グループの各メンバデバ
イスと話し手との間の半２重リンク（half-duplex link）を開始する無線デバイス上の単
一のボタンプッシュによって開始される。そして、一旦このボタンが開放されれば、デバ
イスは、到来するＰＴＴ送信を受信することができる。いくつかの構成では、ＰＴＴの話
し手は、自分が話している間は他のグループメンバが話すことができない「発言権」（fl
oor）を有する。話し手が一旦ＰＴＴボタンを放せば、グループの他の個々のメンバも自
分たちのＰＴＴボタンを扱うことができ、発言権を有するであろう。
【０００３】
　通信している無線デバイスのための受信者無線デバイスの具体的なＰＴＴグループは、
一般に、キャリアによってセットアップされ、無線デバイス自身は、グループの変更、す
なわちグループから個人を含めるか除外すること、あるいはグループ全体ではなく任意の
少人数メンバによって受信される通信を故意に割り振ることができない。ＰＴＴグループ
は、標準的な商用無線インフラストラクチャを介して動作するディスパッチ音声サービス
を、１人の「話し手」の音声が１又は複数の「聞き手」にブロードキャストされる仮想グ
ループ内のエンドポイント間の通信によって提供することができる。この種の通信の１つ
のインスタンスは、ディスパッチコール、あるいは単にコールと一般に称される。コール
は、コールの特徴を定義するグループの例示である。グループは、本質的に、メンバリス
トと、グループ名やグループＩＤのような関連情報とによって定義される。無線マルチキ
ャストチャネルがない状態では、各グループは、各エンドポイントと、コールを管理する
ために割り当てられたグループ通信サーバとの間の個別のポイントトゥポイント接続の組
み合わせによって形成される。
【０００４】
　典型的なＰＴＴコールは、同じ電気通信セクタ内にめったにいない２人のユーザを含む
。これによって、通信及び通信の反復が、既存の電気通信インフラストラクチャによって
より容易に伝搬されるようになる。しかしながら、プッシュトゥトークコールの、小さい
が非常に重要な部分は、その多くが同じセクタ内に位置するコール参加者の大多数を含ん
でいる。公衆安全災害シナリオが１例である。
【０００５】
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　無線電気通信デバイスが、専用通信チャネルの、グループ通信の初期セットアップの間
待機しなければならないという１つの問題が生じる。そのような待ち時間は、話し手及び
ユーザに容易に明白である。休止状態、すなわちアクティブなブロードキャストチャネル
が存在しない無線デバイスの場合、多くのシステムは、デバイスの位置を確認するために
、定期的に無線デバイスをページする。しかしながら、そのようなページングは、データ
を無線デバイスに押し出し、ＰＴＴ通信をセットアップするための次の機会になるであろ
う。
【０００６】
したがって、本発明が主に目指しているのは、次のページを待つことなくグループ通信を
セットアップするか、専用チャネルをセットアップすることによって、ＰＴＴのセットア
ップのための待ち時間を低減するか、又はグループ通信を導くことができるシステム及び
方法である。
【発明の開示】
【０００７】
　本出願は、２００４年６月２１日に出願された米国仮出願番号６０／５８１，９７０と
、２００５年５月３１日に出願された米国仮出願番号６０／６８６，１３２との利益を主
張する。これら文献の内容は、本明細書で参照によって組み込まれる。
【０００８】
　本発明は、１つの局面では、シグナリングし、例えばプッシュトゥプッシュトーク（Ｐ
ＴＴ）セットアップデータのようなグループ通信データを無線通信ネットワーク上の通信
サーバから制御チャネルを介して休止中の無線電気通信デバイスに配信するシステム及び
方法である。グループからなる無線電気通信デバイスはそれぞれ、単一のグループ通信ス
トリームを、他の無線電気通信デバイスの指定された宛先セットに導くことができる。こ
れらの無線電気通信デバイスはそれぞれ、無線電気通信デバイスが連続的な制御チャネル
を通信サーバとブリッジする休止状態と、必要な場合に無線電気通信デバイスが専用通信
チャネルを通信サーバとブリッジするアクティブ状態とを有する。グループ通信セットア
ップを促進するために、無線電気通信デバイスは、到来するグループ通信のために、制御
チャネルを介してグループ通信セットアップデータを受信する。このような配信は、通信
サーバからの専用トラフィックチャネル又は同期ページの外で起こる。
【０００９】
　１つの実施形態では、シグナリングし、グループ通信可能な無線電気通信デバイスが単
一のグループ通信ストリームを、複数の無線電気通信デバイスの指定されたセットへ導く
ことができる複数の無線電気通信デバイスを含む無線通信ネットワーク上の無線電気通信
デバイスへデータを配信するシステムが提供される。グループ通信無線電気通信デバイス
は更に、その無線電気通信デバイスへ到来するグループ通信のためのグループ通信セット
アップデータを受信する。このシステムは更に、少なくとも１つの制御チャネルを介して
複数の無線電気通信デバイスのそれぞれとの通信を維持する通信サーバも有している。こ
の通信サーバは、専用通信チャネルを選択的にブリッジするために、複数の無線電気通信
デバイスのうち、休止中の無線電気通信デバイスのそれぞれを定期的にページする。そし
て、その無線電気通信デバイスへの直接的なグループ通信のために無線電気通信デバイス
に対して専用ブロードキャストチャネルを開くことを望む場合には、通信サーバは、その
無線電気通信デバイスへ専用通信チャネルをブリッジする前に、制御チャネルを介して、
休止中の無線通信デバイスに対し、少なくともグループ通信セットアップデータを送る。
【００１０】
　１つの実施形態では、複数の無線電気通信デバイスとの通信を維持する通信サーバが提
供される。ここでは、無線電気通信デバイスのセットが、単一のグループ通信ストリーム
を、複数の無線電気通信デバイスのセットの他のメンバに導くことができる。また、無線
電気通信デバイスのセットの各々は、無線電気通信デバイスが少なくとも１つの連続的な
制御チャネルを通信サーバとブリッジする休止状態と、無線電気通信デバイスが１又は複
数の専用通信チャネルを通信サーバとブリッジするアクティブ状態とを有する。通信サー
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バは、複数の無線電気通信デバイスのうち、休止中の無線電気通信デバイスのそれぞれを
定期的にページし、更に、必要な場合には、無線電気通信デバイスのセットのうちの各メ
ンバに対し、到来するグループ通信のためにグループ通信セットアップデータを送る。そ
の無線電気通信デバイスへの直接的なグループ通信のために休止中の無線電気通信デバイ
スに対して専用ブロードキャストチャネルを開くことを望む場合には、通信サーバは、そ
の無線電気通信デバイスへ専用通信チャネルをブリッジする前に、制御チャネルを介して
、休止中の無線通信デバイスに対し、少なくともグループ通信セットアップデータを送る
。
【００１１】
　１つの実施形態では、シグナリングし、無線電気通信ネットワークを介して通信サーバ
から、無線電気通信デバイスのセットのメンバへデータを配信する方法が提供される。こ
の方法は、通信サーバと、１又は複数の休止中の無線電気通信デバイスとの間の制御チャ
ネルをブリッジすることと、グループ通信サーバから、休止中の無線電気通信デバイスの
各々を定期的にページすることとの各ステップを含み、その無線電気通信デバイスへの直
接的なグループ通信のために休止中の無線電気通信デバイスに対して専用ブロードキャス
トチャネルを開くことを望む場合には、通信サーバは、その無線電気通信デバイスへ専用
通信チャネルをブリッジする前に、制御チャネルを介して、休止中の無線通信デバイスに
対し、少なくともグループ通信セットアップデータを送る。ブリッジされた制御チャネル
は、同期チャネルにも非同期チャネルにもなりえる。
【００１２】
　したがって、本発明のシステム及び方法は、休止中の無線デバイスへの専用通信チャネ
ル又は定期的なページを待つことなく、グループ通信のセットアップを開始することがで
きる。したがって、本システム及び方法は、話し手からユーザへのグループ通信の初期待
ち時間を最小にすることができる。更に、最小のデータトラフィックが制御チャネルを経
由して送られる限り、本システム及び方法の使用により、無線電気通信ネットワークの性
能に最小の悪影響しか与えないであろう。
【００１３】
　本発明の目的、長所、及び特徴は、後述する図面の簡単な説明、詳細説明、及び特許請
求の範囲の検討後に明らかになるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　全体を通じて同一符番が同一要素を表している図に示すように、図１は、無線ネットワ
ーク２０上の無線電気通信デバイスのグループ（宛先セット１２）間の無線通信システム
１０の１つの実施形態を図示する。ここで、例えば無線電話１４、スマートページャ１６
、及び携帯情報端末（ＰＤＡ）１８のような１又は複数の無線電気通信デバイスは、無線
ネットワーク２０を介した他の無線電気通信デバイスとともにＰＴＴグループ内にある。
システム１０では、無線電気通信デバイス１４，１６，１８はそれぞれ、無線通信ネット
ワーク２０を介して、選択的かつ直接的に１又は複数の他の無線電気通信デバイスの宛先
セット１２と通信することが可能である。例えば、セルラ電話１４のための宛先セットは
、宛先セット１２内の全てのデバイスであるか、例えばページャ１６及びＰＤＡ１８のよ
うなサブセットでありうる。
【００１５】
　特に、システム１０は、例えば音声データ、マルチメディア、又はその他のアプリケー
ションのようなメディアを、アドホック形式で定義された非常に大規模なプッシュトゥト
ーク（又はその他の類似サービス）コールへ配信することができる。これらのＰＴＴコー
ルは、オペレータの無線ネットワーク２０を介して分散されるか又は同じネットワークリ
ソース上の少数のセクタ内に全てが位置する極めて多くのコール参加者を含むことができ
る。
【００１６】
　１つの実施形態では、グループ通信サーバ３２は、通信中の無線電気通信デバイス１４
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，１６，１８と、通信中の無線電気通信デバイスのために指定された宛先セット１２内の
１又は複数の無線電気通信デバイスとの間の直接通信をブリッジする要求を選択的に受信
する。その後、通信サーバ３２は、例えばＰＴＴ音声通信のような要求された直接通信を
選択的にブリッジする。例えばグループ通信サーバ３２上に存在するか、接続されたデー
タベース３４内に存在するか、あるいは（ネットワークインフラストラクチャにおいて一
般的な）パケットフロー制御サーバ３６上に存在する宛先セット１２のアイデンティティ
は、グループ通信サーバ３２に対して選択的に利用可能である。
【００１７】
　システム１０は、シグナリング、及びグループ通信データの無線通信ネットワーク２０
上の無線電気通信デバイス１４，１６，１８への配信を可能にする。この実施形態では、
セット１２の無線電気通信デバイス１４，１６，１８はそれぞれ、セット１２の指定され
たグループに単一のグループ通信ストリームを導くことができる。更に説明するように、
無線電気通信デバイス１４，１６，１８の各々は、無線電気通信デバイス１４，１６，１
８が少なくとも１つの連続的な制御チャネルを通信サーバ３２とブリッジする休止状態と
、無線電気通信デバイス１４，１６，１８が、例えばトラフィックチャネル（ＴＣＨ）の
ような１又は複数の専用通信チャネルを通信サーバとブリッジするアクティブ状態とを有
する。図１に示されるように、無線電気通信デバイス１４，１６，１８は更に、無線電気
通信デバイス１４，１６，１８へ到来するグループ通信のためのグループ通信セットアッ
プデータを受信する。通信サーバ３２は、少なくとも１つの制御チャネルを介して、無線
電気通信デバイスのセット１２のそれぞれとの通信を維持し、無線電気通信デバイス１４
，１６，１８のネットワーク位置を知り、必要な場合には専用通信チャネルを選択的にブ
リッジするために、セット１２のうちの休止中の無線電気通信デバイス１４，１６，１８
の各々を定期的にページする。無線電気通信デバイス１４，１６，１８への直接的なグル
ープ通信のために、無線電気通信デバイス１４，１６，１８に対して専用ブロードキャス
トチャネルを開くことを望む場合には、通信サーバ３２は、グループ通信をブリッジする
ためにその無線電気通信デバイス１４，１６，１８へ専用通信チャネルをブリッジする前
に、制御チャネルを介して、休止中の無線通信デバイスに対し、少なくともグループ通信
セットアップデータを送る。
【００１８】
　音声データを含めるために他のデータを送ることは、一旦ブリッジされた専用通信チャ
ネルへハンドオフするのが非常に困難であるので、通信サーバ３２は単に制御チャネルの
みを介してグループ通信セットアップデータを送るべきである。したがって、通信サーバ
３２は、専用通信チャネルを開く前に、好適には制御チャネルを介して、無線電気通信デ
バイス１４，１６，１８のセット１２のうちの１又は複数に対し、グループ通信セットア
ップデータを送る。通信サーバ３２が、制御チャネルを介して、無線電気通信デバイス１
４，１６，１８のセット１２の１又は複数にグループ通信セットアップデータを選択的に
送信できる一方、通信サーバは更に、グループ通信セットアップデータを、次の定期的な
ページによって、あるいは専用通信チャネルの完全なブリッジにおいて、セット１２の他
の無線電気通信デバイスへ送ることができる。制御チャネルは、非同期制御チャネル、つ
まり基地局６０と無線デバイスとの間で定期的に維持されるものか、あるいは、連続的に
維持される同期制御チャネルでありうる。
【００１９】
　図２に示されるように、通信サーバ３２と無線電気通信デバイスのグループ（セット１
２）との間の通信ストリームをブリッジする一般的に１又は複数の断続的な通信デバイス
が存在する。そして通信サーバ３２は更に、どの無線電気通信デバイスのメンバが、無線
デバイス１４，１６，１８との最良の通信モードであるかを決定できるかを判定すること
ができる。そして、通信サーバ３２は、１又は複数の断続的な通信デバイスに対して、セ
ット１２の無線電気通信デバイスへデータパケットを送信するように命令する。
【００２０】
　図２は、一般的なセルラ電気通信構成における無線ネットワークの１つの実施形態の代
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表的なブロック図であり、ＰＴＴシステム内に設定されたグループメンバの無線デバイス
（デバイス７０，７２，７４，７６）間の通信を制御するグループ通信サーバ３２を有し
ている。この無線ネットワークは単に典型的であって、遠隔モジュールが互いに、及び／
又は、限定する訳ではないが、無線ネットワークキャリアやサーバを含む無線ネットワー
ク２０のコンポーネント間でエアを介して通信する任意のシステムを含むことができる。
一連のグループ通信サーバ３２は、グループ通信サーバＬＡＮ５０に接続される。無線電
話は、データサービスオプションを用いて、グループ通信サーバ３２から（ＣＤＭＡのよ
うな）パケットデータセッションを要求することができる。
【００２１】
　グループ通信サーバ３２は、ここではキャリアネットワーク５４上に存在しているＰＤ
ＳＮ５２のような無線サービスプロバイダパケットデータサービスノード（ＰＤＳＮ）に
接続されている。各ＰＤＳＮ５２は、パケット制御機能（ＰＣＦ）６２によって、基地局
６０の基地局コントローラ（ＢＳＣ）６４とインタフェースすることができる。ＰＣＦ６
２は、一般には基地局６０内に位置する。キャリアネットワーク５４は、メッセージサー
ビスコントローラ（「ＭＳＣ」）５８に送られる（一般に、データパケット形式である）
メッセージを制御する。キャリアネットワーク３０は、ネットワーク、インターネット、
及び／又はＰＯＴＳ（"plain ordinary telephone system"：アナログ音声通話のみ可能
な旧来の電話）によってＭＳＣ５８と通信する。一般に、キャリアネットワーク５４とＭ
ＳＣ５８との間のネットワーク又はインターネット接続はデータを転送し、ＰＯＴＳは音
声情報を転送する。ＭＳＣ５８は、１又は複数の基地局６０に接続することができる。キ
ャリアネットワークと類似の方法で、ＭＳＣ５８は、一般に、データ転送のためのネット
ワーク及び／又はインターネットと、音声情報のためのＰＯＴＳとの両方によってブラン
チトゥソース（ＢＴＳ）６６に接続される。ＢＴＳ６６は、ショートメッセージングサー
ビス（「ＳＭＳ」）、あるいは当該技術で周知のその他のエア方式（over-the-air metho
ds）によって、セルラ電話７０，７２，７４，７６のような無線デバイスへメッセージを
ブロードキャストし、これら無線デバイスから無線で受信する。
【００２２】
　グループメンバのセット１２を指定した無線デバイスでは、無線デバイスは、セットの
別のメンバと直接接続し、音声及びデータ通信を行うことができる。しかしながら、その
ような直接的な通信は全て、グループ通信サーバ３２を介して、あるいはグループ通信サ
ーバ３２の制御時に生じるだろう。デバイスの全てのデータパケットは、必ずしもグルー
プ通信サーバ３２自体を介して移動する必要があるとは限らないが、サーバ３２は、根本
的には、この通信を制御できなくてはならない。なぜなら、一般に、サーバ３２は、知ら
れている唯一のサーバ側ＬＡＮ３０要素であり、セット１２のメンバのアイデンティティ
を検索することができるか、あるいはセット１２のメンバのアイデンティティを別のコン
ピュータデバイスへ導くことができるからである。
【００２３】
　ＰＴＴの実施形態では、無線システム１０は、標準的な商用無線インフラストラクチャ
（ＣＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＧＳＭ等）で動作するディスパッチ音声サービスを可能にする。
ディスパッチモデルでは、エンドポイント（無線デバイス１４，１６，１８）間の通信は
、１人の「話し手」の声は、１又は複数の「聞き手」にブロードキャストされる仮想的な
グループ内で生じる。この種の通信の一例は、一般に、「ディスパッチコール」と呼ばれ
る。コールは、コールの特徴を定義する「グループ」の例示である。本質的に、グループ
は、メンバリストと、例えばグループ名またはグループＩＤのような関連情報とによって
定義される。無線マルチキャストチャネルがない状態では、各グループは、コールを管理
するために割り当てられたグループ通信サーバ３２と各エンドポイントとの間の個別のポ
イントトゥポイント接続の組み合せによって形成される。
【００２４】
　ＰＴＴインフラストラクチャの領域はそれぞれ、キャリアパケットデータネットワーク
の具体的な部分上で展開する。この領域内のグループ通信サーバ３２は、キャリアネット
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ワーク５４内の１又は複数のＰＤＳＮ５２間のトラフィックを経路付ける。「ダイレクト
コール」は、２人のメンバ、すなわちコール発信元とコール宛先のみが存在するコールで
あり、未だにＰＴＴシステムを使用する。このコールタイプの場合、性能要求を満足する
最も挑戦的なシナリオは、直接的なコールが、休止中のパケットデータ接続を有する発信
者及び宛先の両方のハンドセットになされる場合、すなわち、無線デバイス１４，１６，
１８がオープンな専用チャネルを有していない場合である。反対に、発信者及び／又は宛
先のパケットデータ接続は、アクティブ状態になり得るし、専用トラフィックチャネルは
、直接的なコールがなされた時に利用可能である。この休止状態に対するコールのシナリ
オは、本明細書により完全に説明するように、性能要求を満足し、コールセットアップに
おける有意な待ち時間を回避する場合における最大のチャレンジを与える１つである。
【００２５】
　図３は、デバイスの宛先セット１２への直接的な通信を開くＰＴＴボタン７８を備えた
セルラ電話１４である無線通信デバイスの１つの実施形態を例示するブロック図である。
この無線デバイス１４はまた、無線デバイス１４のユーザへのグラフィックディスプレイ
８０を有するものとして示されている。無線デバイス１４は、音声パケット及びデータパ
ケットを取り扱い、無線ネットワーク２０を介して送信されるソフトウェアアプリケーシ
ョンを受信し実行することができるコンピュータプラットフォーム８２を含んでいる。コ
ンピュータプラットフォーム８２は、他のコンポーネントの中でもとりわけ、特定用途向
けＩＣ（「ＡＳＩＣ」）８４、あるいは他のプロセッサ、マイクロプロセッサ、論理回路
、プログラム可能なゲートアレイ、あるいは他のデータ処理デバイスを含んでいる。ＡＳ
ＩＣ８４は、無線デバイスの製造時にインストールされ、通常はアップグレード可能では
ない。ＡＳＩＣ８４あるいは他のプロセッサは、常駐アプリケーション環境を含みＡＳＩ
Ｃ８４上にロードされたオペレーティングシステムを含むことができるアプリケーション
プログラミングインタフェース（「ＡＰＩ」）レイヤ８６を実行する。常駐アプリケーシ
ョン環境は、無線デバイスのメモリ８８内の任意の常駐プログラムとインタフェースする
。常駐アプリケーション環境の一例は、無線デバイスプラットフォーム用にＱｕａｌｃｏ
ｍｍ（Ｒ）によって開発された"binary runtime environment for wireless"（ＢＲＥＷ
）である。
【００２６】
　ここに示されるように、無線デバイスはグラフィックディスプレイを備えたセルラ電話
１４でありうるが、例えば、携帯情報端末（ＰＤＡ）、グラフィックディスプレイを備え
たページャ、無線通信ポータルを有しているかネットワークやインターネットへの有線接
続を有している個別のコンピュータプラットフォームのような当該技術における周知のコ
ンピュータプラットフォームを備えた任意の無線デバイスでも良い。更に、メモリ８８は
、読取専用メモリ（ＲＯＭ）又はランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、ＥＰＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ、フラッシュカード、又はコンピュータプラットフォームに一般的な任意のメモ
リからなりうる。コンピュータプラットフォーム８２は更に、メモリ８８において実際に
使用されていないソフトウェアアプリケーションの格納のためのローカルデータベース９
０をも含んでいる。ローカルデータベース９０は一般に、１又は複数のフラッシュメモリ
セルから構成されるが、例えば磁気媒体、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、光媒体、テープ、
又はソフトディスクあるいはハードディスクのような、当該技術で周知の任意の２次又は
３次記憶装置でありうる。一般に、無線電話は、電気通信のために完全２重チャネルを開
くだろうが、いくつかの例では、話すことができるか、音声ストリームを受信することの
みができる半２重チャネルを経由して通信する。
【００２７】
　無線デバイス１４のこの実施形態では、コンピュータプラットフォーム８２は更に、無
線デバイスから直接的に通信チャネルを開くことができる直接通信インタフェース９４を
含む通信インタフェース９２を含んでいる。直接通信インタフェース９４は更に、通常は
無線デバイスとの間で送信される音声及びデータを伝送する無線デバイスのための標準的
な通信インタフェースの一部になりえる。直接通信インタフェース９２は、一般に、当該
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技術で周知なように、ハードウェアで構成される。
【００２８】
　図４は、ＰＴＴ通信を確立するためのアプリケーションレイヤシグナリングのためのコ
ール進展図である。コールセットアップシグナリングは、例えば制御チャネルのような一
般的な共有順方向リンクチャネルとは正反対に、正式なブロードキャストチャネルを経由
して引き起こることが注目されるべきである。例えば、１つの現存する電気通信システム
では、システムは、制御チャネル（ＣＣ）および個別のブロードキャストチャンネル（Ｂ
ＣＨ）を使用する。直接コール用の重要な性能判断基準は、ユーザがＰＴＴボタンを押す
時間と、ユーザが話す許可を認められたことがユーザに通知される時間との間の遅延が認
められる（図示するような）初期ＰＴＴ待ち時間を含んでいる。また、コールが最初に確
立された後の発言許可に従って発信者が話し始める時間と、宛先が発信者の話を聞くまで
の時間との間で実感される遅延からなる（図示するような）初期メディア待ち時間もある
。
【００２９】
　直接的なコールを確立するための図４に示すアプリケーションレイヤシグナリングは、
直接的なＰＴＴコールを確立するために交換されるアプリケーションレイヤメッセージを
例示する。このシステムは、様々な異なる物理システム上で実施できるので、図４に示す
図は、どの物理レイヤシグナリングメカニズムも特定しない。
【００３０】
　図５は、アラートを設定するためのアプリケーションレイヤシグナリングのためのコー
ル進展図である。「アラート」は、ユーザが、直接的なＰＴＴコールで通信したいという
希望を別のユーザに通知するメカニズムを提供するコールタイプである。アラートコール
は、少数の短いアプリケーションレイヤメッセージが発信者、グループ通信サーバ３２、
及び宛先無線デバイス１４，１６，１８において交換された後に終了する。直接コールタ
イプについて記載したように、アラートのための性能要件を満足する最も挑戦的なシナリ
オは、アラートが送られ、発信者及び宛先ハンドセットが、休止中のパケットデータ接続
を有している、すなわち、アクティブな専用チャネルが存在しない場合でもある。したが
って、（図示するような）アラート待ち時間は、ユーザがＰＴＴボタン７８を押した時間
から、（オーディオ手段又は視覚的手段の何れかによって）ユーザが通知された時間への
遅延である。これは、アラート配信のステータスを示している。アラートは、物理レイヤ
において確立することができる。したがって、この図は、如何なる物理レイヤシグナリン
グメカニズムも特定しない。
【００３１】
　図６は、宛先無線電気通信デバイスとのＰＴＴ通信のセットアップにおける個々のコン
ポーネント間の起こりうる遅延を例示するコール進展図である。ＡＴがスロットモード動
作である、すなわち、「スロット」に同時にページされるＡＴで終了するデータ配信の場
合、スロットモードでＡＴに送られる任意のシグナリングメッセージ（例えば、Page、Ro
uteUpdateRequest、又はDOS）のために遅延が存在する。スロットされたＡＴに対するデ
ータ配信の遅延の始まりは、グループ通信サーバ３２が、送信用のデータを、ネットワー
クキャリア上のＡＴに設定した時である。ページング遅延の終わりは、シグナリングメッ
セージ（例えば、Page、RouteUpdateRequest、又はDOSのような初期メッセージ）がＢＴ
Ｓ６６によって送信される時である。トラフィックチャネルセットアップの開始は、アク
セスチャネル上でプローブを送信するローカルアクセス手順をＡＴが開始する時に測定さ
れる。これらの手順は、アクセスチャネルサイクルの開始を待つことと、パーシステンス
テスト（専用チャネルが開かれる確率）を実行することと、送信することとを含む。トラ
フィックチャネルセットアップ手順の終わりは、ＡＴがアクノレッジメント（RTCAck）メ
ッセージを受信した時に測定される。
【００３２】
　図７は、制御チャネルを介した"DataOverSignaling"メッセージによる宛先無線デバイ
ス（ＡＴ）への直接的なデータ送信を例示するコール進展図である。この実施形態を実施
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する場合、ＢＳＣ６４の承認の下、グループ通信サーバ３２（ＡＮ）が、ＤＯＳメッセー
ジを全てのＢＴＳ６６セクタに送ることを選ぶのであれば、制御チャネル容量に関連する
コストが存在する。このコストが受入可能である場合、図７に例示するコールフローをサ
ポートするために追加メカニズムは必要とされない。図７に示すように、サーバは、連続
した動作モードにあり専用のトラフィックアクセスチャネルを持たないＡＴに、ＤＯＳメ
ッセージを送る。ＡＴが連続した動作モードにあり専用のトラフィックチャネルを持たな
いことをＡＴが気がつく幾つかの例がある。第１のケースは、アクセスチャネル上のＡＴ
からあらゆる送信をＡＮが受信する場合である。そのような場合、その後、ＡＴが例えば
１秒のような期間の間、連続モードであり続けることをＡＮは知る。第２のケースは、Ａ
Ｔがトラフィックチャネルを開放する時に、制御チャネルを開き続ける場合である。ＡＴ
が、サスペンド／休止動作モードにある場合、ＡＴは、スロットモードで動作を始める前
に、ＢＴＳ６６への定期的な同期コンタクトによって、ある期間、制御チャネルを連続的
にモニタし続ける。ＡＴがまだ制御チャネルをモニタしていることをＡＮが認識している
場合、ＡＮは、ページングサイクルに対して予定された遅延をもたらすことなく、ＤＯＳ
を介してＡＴにグループ通信セットアップデータを直接的に配信することができる。ＤＯ
Ｓメッセージは、同期制御チャネルパケットあるいは非同期制御チャネルパケットの何れ
かの第１の機会においてＡＴに送信される。
【００３３】
　図８は、同期／非同期制御チャネルが存在する場合、グループ通信セットアップデータ
を宛先無線電気通信デバイス１４，１６，１８へ送るためにグループ通信サーバ３２上で
実行する処理の１つの実施形態のフローチャートである。グループ通信サーバ３２は、ス
テップ１００に示すように、到来するグループ通信を受信する。すると、ステップ１０２
に示すように、宛先無線デバイス１４，１６，１８が位置決めされる。その後、判定部１
０４に示されるように、宛先無線デバイスに開かれている制御チャネルが存在するか否か
が判定される。判定部１０４において、宛先無線デバイス１４，１６，１８に開かれてい
る制御チャネルが存在する場合、ステップ１０６に示すように、制御チャネルを介して宛
先無線デバイスへグループ通信セットアップデータが送られる。その後、ステップ１０８
に示すように、専用アクセス／トラフィックチャネルが宛先無線デバイスにブリッジされ
る。その後、ステップ１１４に示すように、専用アクセス／トラッフィックチャネルを介
して宛先無線通信デバイスにグループ通信（例えばＰＴＴコール）がブリッジされる。そ
して、処理が終了する。
【００３４】
　一方、判定部１０４において、宛先無線デバイス１４，１６，１８に対して開かれてい
る制御チャネルが存在しないのであれば、ステップ１１０で示されるように、専用アクセ
スチャンネルが宛先無線デバイスにブリッジされる。そして、グループ通信セットアップ
データが、開かれた専用チャネルを介して宛先無線デバイス１４，１６，１８へ送られる
。あるいは、判定部１０４において、制御チャネルが利用可能ではない場合には、専用ア
クセスチャネルがブリッジされ、システム１０が、同期ページングサイクルで具体化され
る場合には、グループ通信サーバ３２は、次のページがグループ通信セットアップデータ
を送るまで待つことができることに注目されるべきである。したがって、ステップ１１２
において、グループ通信セットアップデータが送られた後、ステップ１１４に示すように
、グループ通信（例えばＰＴＴコール）が、専用アクセス／トラフィックチャネルを介し
て宛先無線デバイス１４，１６，１８へブリッジされ、処理は終了する。
【００３５】
　したがって、システム１０は、シグナリングし、通信サーバ３２からのデータを無線電
気通信ネットワーク２０を介して配信する方法を提供するということが理解できる。この
方法は、通信サーバ３２と、少なくとも１つの休止中の無線電気通信デバイス１４，１６
，１８との間の制御チャネルをブリッジすることと、次に、グループ通信サーバ３２から
、休止中の無線電気通信デバイスの各々を定期的にページすることと、無線電気通信デバ
イス１４，１６，１８への直接的なグループ通信のために、休止中の無線電気通信デバイ
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ス１４，１６，１８へ、専用ブロードキャストチャネルを開くことを望むと、専用通信チ
ャネルを無線電気通信デバイス１４，１６，１８へブリッジする前に、通信サーバ３２が
、制御チャネルを介して、休止中の無線通信デバイス１４，１６，１８へ、少なくともグ
ループ通信セットアップデータを送ることとの各ステップを含んでいる。
【００３６】
　グループ通信セットアップデータを送るステップは、制御チャネルを介して送られるグ
ループ通信のうちの唯一のデータであるべきである。更に、制御チャネルを介して無線電
気通信デバイスのセット１２のうちの１又は複数にグループ通信セットアップデータを送
るステップは、専用通信チャンネルを開くことに先立って起きるに違いない。この方法は
更に、次の定期的なページ又は他の制御チャネルブリッジを通じて他の無線電気通信デバ
イス１４，１６，１８へグループ通信セットアップデータを送りながら、通信サーバ３２
が、グループ通信セットアップデータを、制御チャネルを介して、無線電気通信デバイス
の１又は複数のセット１２に対して選択的に送るステップを含む。更に、制御チャネルを
ブリッジするステップは、非同期制御チャネル又は同期制御チャネルをブリッジすること
でありうる。
【００３７】
　またシステム１０は、複数の無線電気通信デバイス１４，１６，１８との通信を維持す
る発明的な通信サーバ３２を含んでいる。ここでは、無線電気通信デバイスのセット１２
は、１つのグループ通信ストリームを、セット１２の他のメンバへ導くことができる。無
線電気通信デバイスのセット１２の各々は、無線電気通信デバイス１４，１６，１８が少
なくとも１つの連続的な制御チャネルを通信サーバ３２とブリッジする休止状態と、無線
電気通信デバイス１４，１６，１８が１又は複数の専用通信チャネルを通信サーバ３２と
ブリッジするアクティブ状態とを有していることに留意されたい。１つの実施形態では、
通信サーバ３２は、図８に示すように、複数の無線電気通信デバイスの各休止中の無線電
気通信デバイスを定期的にページし、到来するグループ通信のためのグループ通信セット
アップデータを、制御チャネル又は専用アクセス／トラフィックチャネルの何れか一方を
介して無線電気通信デバイスのセット１２の各メンバへ送る。直接的なグループ通信のた
めに、休止中の無線通信デバイス１４，１６，１８に対する専用ブロードキャストチャネ
ルを開くことを望むと、通信サーバ３２は、専用通信チャネルをその無線電気通信デバイ
ス１４，１６，１８へブリッジする前に、制御チャネルを介して、休止中の無線通信デバ
イス１４，１６，１８へ、少なくともグループ通信セットアップデータを送る。
【００３８】
　別の実施形態は、コンピュータ読取可能媒体に常駐するプログラムを含んでいる。この
プログラムは、通信サーバ３２に対して、本方法の発明的ステップを実施するように命令
する。コンピュータ読取可能媒体は、グループ通信サーバ３２のコンピュータのメモリで
あるか、あるいはデータベース３４のようなアクセス可能なデータベース内にありえる。
更に、コンピュータ読取可能媒体は、例えば磁気ディスク又はテープ、光ディスク、ハー
ドディスク、フラッシュメモリ、あるいは当該技術において周知であるその他の記憶媒体
のようなコンピュータプラットフォーム上にロード可能な補助記憶装置媒体内にありえる
。
【００３９】
　図８に関して、本方法は、例えば、通信サーバ３２のような機械読取可能命令のシーケ
ンスを実行するために、無線ネットワーク２０の一部を操作することによって実施される
。この命令は、信号ベアリング又はデータ記憶１次、２次、または３次媒体からなる様々
なタイプに常駐することができる。この媒体は例えば、無線ネットワーク２０のコンポー
ネントによってアクセス可能な、あるいはその中に常駐するＲＡＭ（図示せず）を備えう
る。ＲＡＭ、ディスク、あるいは他の補助記憶装置媒体内に含まれていても、この命令は
、例えば、ＤＡＳＤ記憶装置（例えば従来の「ハードドライブ」あるいはＲＡＩＤアレイ
）、磁気テープ、電子的読取専用メモリ（例えばＲＯＭ、ＥＰＲＯＭあるいはＥＥＰＲＯ
Ｍ）、フラッシュメモリカード、光記憶装置デバイス（例えばＣＤ－ＲＯＭ、ＷＯＲＭ、
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ＤＶＤ、ディジタル光学テープ）、紙「パンチ」カード、あるいはディジタル及びアナロ
グ伝送媒体を含む他の適切なデータ記憶媒体のような様々な機械読取可能記憶媒体上に格
納されうる。
【００４０】
　前述した開示が本発明の例示的な実施例を示している一方、様々な変更及び変形が、特
許請求の範囲によって定義される本発明の範囲から逸脱することなくなされうることが注
目されるべきである。更に、本発明の要素は、単数で記載又はクレイムされるかもしれな
いが、単数に対する限定が明示的に述べられていなければ、複数も考慮される。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】図１は、グループ通信サーバ及びその他のコンピュータデバイスと無線ネットワ
ークを介して通信する無線電気通信デバイスの、指定されたＰＴＴグループとの無線ネッ
トワークの代表的なブロック図である。
【図２】図２は、ＰＴＴグループメンバの無線電気通信デバイス間の通信を制御する一連
のグループ通信サーバを有する一般的なセルラ電気通信構成における無線ネットワークの
一実施形態の代表図である。
【図３】図３は、ＰＴＴ機能を備えた無線電気通信デバイスのコンピュータプラットフォ
ームを例示するブロック図である。
【図４】図４は、ＰＴＴ通信を確立するためのアプリケーションレイヤシグナリングのた
めのコール進展図である。
【図５】図５は、アラートを設定するためのアプリケーションレイヤシグナリングのため
のコール進展図である。
【図６】図６は、宛先無線電気通信デバイスとのＰＴＴ通信のセットアップにおける個々
のコンポーネント間の起こりうる遅延を例示するコール進展図である。
【図７】図７は、制御チャネルを介した"DataOverSignaling"メッセージによる宛先無線
デバイス（ＡＴ）への直接的なデータ送信を例示するコール進展図である。
【図８】図８は、同期／非同期制御チャネルが存在する場合に、宛先無線電気通信デバイ
スへグループ通信セットアップデータを送るためにグループ通信サーバ上で実行する処理
の１つの実施形態のフローチャートである。
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